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計画策定の背景と趣旨

食育とは「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」

「様々な経験を通じて『食』に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を

実践することができる人間を育てること」と食育基本法で位置づけられています。

ライフスタイルや核家族化による家族形態の多様化、食の簡素化や外部化等を背景

に、過食や栄養バランスの崩れた食生活による肥満や生活習慣病の増加、食の安全や

自給率の問題、伝統的な食文化の喪失等、食をめぐる様々な課題が生じている中で、

平成１７年７月に国では、国民が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育

むため、｢食｣に関する知識と｢食｣を選択する力を習得し､健全な食生活を実践するこ

とができるようにするため､『食育基本法』が施行され、平成１８年３月には､食育に関す

る施策を総合的、計画的に推進していくために『食育推進基本計画』を策定しました。

宮城県においても、食育を県民運動としていくために平成１８年１１月「宮城県食育推進

プラン」を策定、平成２３年７月には｢第２期宮城県食育推進プラン｣、平成２８年３月には

食育を着実かつ実効性のある取り組みとしていくため、「第３期宮城県食育推進プラン」

を策定し、推進されているところです。

涌谷町においては、子どもたちの健やかな成長や健康づくり等を推進するために「第

５次涌谷町総合計画」、「第２次わくや健康ステップ２１｣に基づき食育に関する様々な取

り組みを行ってきました。

しかし、若い世代の朝食の欠食や生活習慣病の増加などの健康問題が依然としてあ

り、解決すべき課題となっています。

このような背景や涌谷町のこれまでの取り組みを踏まえ、「食育」の推進によって健康

づくり､人づくり､地域づくりなど目指す方向を示し、その実現のために必要な施策を総合

的かつ計画的に推進するための指針として町では、「第３次涌谷町食育推進計画」を

策定いたします。

計画策定にあたって
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【計画期間】

本計画は平成３０年度から平成３４年度(２０１８～２０２２年度)までの５年間の計

画とし、計画期間中に状況の変化などが生じた場合には、必要に応じて見直すこ

ととします。

【位置付け】

第５次涌谷町総合計画

基本構想(平成２８～３７年度)

前期基本計画

平成２８～３２年度

(２０１８～２０２０年度)

後期基本計画

平成３３～３７年度

(２０２１～２０２５年度)

本計画は、涌谷町における食育の目指すべき方向性を示し、その実現のため

に必要な施策を総合的かつ計画的に推進するための指針として策定し、食育基

本法第１８条第１項に基づく市町村食育推進計画として位置づけています。

実施にあたっては 第５次涌谷町総合計画など関連する諸計画との整合 連携

計画の位置づけと計画期間
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１）朝食の摂取状況

生活に関するアンケート調査の結果を平成２４年度と平成２８年度で比較すると｢朝食を食

べますか｣の問に対し、「ほとんど食べない」と回答した割合は幼児、保護者では減少傾向に

あり改善が見られているが、小学生、中学生に関しては増加してきている。また、平成２２年県

民健康・栄養調査の朝食の欠食状況を見ると、男女ともに２０歳代～３０歳代で最も高く、男性

３０．８％、女性１３．１％である。

この結果は、幼児期の保護者の年齢と一致することから、保護者の朝食についてさらなる

投げかけが必要である。

(生活に関するアンケート調査結果)

２）子どもの食事環境

「朝食は誰と食べることが多いですか」の問に対して「家族そろって」・「大人のだれか」と回

答した割合は、平成２４年度の生活に関するアンケート調査結果と比較するとやや減少傾向

にある。

共働きする世帯の増加や中学生等では部活動の朝練などによる生活スタイルの変化な

どにより、朝ごはんに家族で食事を食べることが難しくなっていると考えられる。これらの結果

から年齢の上昇と共に「孤食」の傾向が高くなるため、子どもたち自身が選んで食べる力をつ

けていく必要がある。

（生活に関するアンケート調査結果)

(％)
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３）ジュースの飲用状況

お茶や水以外の飲み物を毎日飲むと答えた幼稚園、小学生は平成２５年度と平成２８年度

を比べるとどの年代においても減少傾向にある。飲み物の種類は炭酸飲料、スポーツ飲料、

果汁ジュースの割合が高く、中でもスポーツ飲料は小中学生を通して飲用する頻度が高かっ

た。また、大人の甘い飲み物の飲用状況は「毎日」「週２～３回」を合わせると２０％程度となっ

ている。飲む物は缶コーヒー、乳酸飲料、野菜ジュースの順に割合が高く、缶コーヒーの飲用

は５０～６０歳代での飲用が多かった。

各世代を通して、ジュース（甘い飲み物）が飲用されている。糖分の過剰摂取による生活習

慣病の発症も危惧されることから注意が必要である。

(生活に関するアンケート調査結果)

４）野菜の摂取状況

平成２６年度、平成２８年度生活に関するアンケート調査結果を比較すると、「１食に２皿以

上の野菜を食べている」と回答した割合は大人では増加したが、幼児から中学生にかけては

減少傾向にある。４０歳代以上では野菜を意識して摂取されているが、健康な体を作っていく

必要がある子ども達はあまり摂取されていないことが分かる。このことから、食事づくりを担う

親の世代に野菜摂取の大切さを知ってもらい、しっかりと野菜を食べる習慣を子どもだけでは

なく家族全体で考える必要がある。

(生活に関するアンケート調査結果)

(％)

(％)
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５）塩分摂取の状況

平成１４年度から平成２８年度までの健診時に実施している尿中塩分量の経年推移をみる

と、尿中に排出される塩分量は、平成１５年度に１０ｇになったものの、その後は年々増加し、平

成２０年度には１４．７ｇとなった。地域において減塩活動に力を入れることで、少しずつではあ

るが、減少傾向にはあるものの、国が目指す男性８ｇ未満、女性７ｇ未満より高い摂取となって

いる。また、年代別・性別を見ると若い世代や男性への働きかけも必要であると考えられる。

３歳児健診の際にも尿中塩分量の測定を実施しているが、平成２０年度から比較すると尿

中塩分濃度の濃い子どもの割合は減少傾向にあるが、約４割の子どもが濃く、塩分摂取量が

多いことが考えられるため、子どもから大人までライフステージに沿った減塩対策が今後も必

要である。

(特定健診・人間ドック尿中塩分測定結果)

(H２９年度特定健診・若年健診・人間ドック尿中塩分測定結果)

（３歳児健診尿中塩分検査）

(ｇ)

(ｇ)
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１）生活習慣病の罹患状況

３疾病の内服治療者割合を見ると高血圧疾患・脂質異常症疾患・糖尿病性疾患、いずれ

も増加傾向にあり、特に高血圧疾患の罹患率が高い状況にある。また、内臓脂肪症候群の

予備群・該当者の割合をみると約３割の方が該当しており、生活習慣病予防の観点からも肥

満対策や高血圧の要因として塩分摂取が関わってくることから、食生活の見直しや改善を図

り、減塩活動の継続も必要である。

(平成２８年度特定健診法定報告)

(平成２８年度特定健診法定報告)
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２）肥満の状況

涌谷町の児童・生徒の体格の現状を見ると、全国や宮城県と比較しても肥満の割合が高く

なっている。特に小学校の中学年から高学年にかけての増加が著しい。成人に関しても、特定

健診受診者のＢＭＩ２５以上者(肥満者)は約３割である。

(生活に関するアンケート調査)

(生活に関するアンケート調査)

(平成２８年度特定健診法定報告)
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３）むし歯の状況

一人平均のむし歯本数は減少傾向にあるが、中には一人で多数のむし歯を有する子ど

もも見られている。また、歯肉炎を有する子どもも平成２４年度以降増加傾向にあり、甘味飲

料や間食の取り過ぎが考えられる。

(生活に関するアンケート調査)

(生活に関するアンケート調査)

(生活に関するアンケート調査)

歯垢あり

歯肉炎あり
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１）学校給食の地場産野菜使用割合

地域で生産されたものを地域内で消費する地産地消の取り組みが広がり、学校給食をは

じめとして、町内で集団給食を提供する施設や飲食店でも地場産野菜の利用が進められて

きている。

２）農業体験学習に取り組む園・学校数

町内の幼稚園・保育所・学校の全てで各施設の畑などを活用し、栽培活動を行っているが、

生産者と消費者の交流の機会が減少傾向にあるため、交流を図りながらの体験を推進して

いく必要がある。

(町内給食施設と飲食店)

(％)

(ヵ所)

(回)
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（１）評価の基準

目標達成状況の評価は、平成２４年度の調査値と比較し、評価区分を４段階に分けて評価

しました。

（２）評価の結果について

A：目標達成

・朝食を欠食する割合の減少（幼児・幼児保護者）

・味噌汁塩分濃度０.６％以上の割合を減らす（３歳児健康診査・食育セミナー）

・甘味飲料の摂取頻度（３歳児健康診査・幼児・小学生・中学生・成人）

・一人平均むし歯本数を減らす（３歳児健康診査・DMF 指数【１２歳児】）

・農業体験学習に取り組む幼・小・中学校数

・生産者と消費者の交流の機会

・地場産品を使用した食事を提供する施設数

・各組織、団体と連携した事業

・食育推進ボランティア数（人）

・広報わくや、食育新聞などで情報を発信した数

B：改善傾向

・BMI 基準該当者の割合増加

・随時尿でのウロソルトペーパーによる簡易的な塩分摂取量の減少（男性・女性）

・給食の地場産野菜などの利用品目数の割合

D：悪化傾向

・朝食を欠食する割合の減少（小学生・中学生）

・子どもの肥満者割合の減少（小学５年生・中学２年生）

・１食２皿以上の野菜を食べる割合

（３歳児健康診査・幼児・小学生・中学生・成人）

・郷土料理、季節の行事食伝承教室の開催回数

・朝食を家族と一緒に食べる割合（幼児、小学生、中学生）

評価区分 項目数（達成率：％）

A：目標達成 １７（５０％）

B：改善傾向（目標値に達していないが、改善が見られたもの） ４（１２％）

C：ほぼ変化なし ０（０％）

D：悪化したもの １３（３８％）
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第２次涌谷町食育推進計画に掲げる評価指標の推移

施策 プラン 評価指標 評価項目
現状値
(H24年度)

H28年度 結果 目標値

幼　児
（生活に関するアンケート）

０．９％  ０．４％ A 維持

小学生
（生活に関するアンケート）

０．４％  ０．６％ D 維持

中学生
（生活に関するアンケート）

０％  ６．６％ D 維持

幼児保護者
（生活に関するアンケート）

９．２％  ８．１％ A 維持

BMI基準該当者の割合増加 BMI　２５以下
(特定健診法定報告値）

６６．６％  ６７．３％ B ７０％

小学校５年生
（生活に関するアンケート）

１６．１％  １６．３％ D 減らす

中学校２年生
（生活に関するアンケート）

１５．３％  １７．４％ D 減らす

３歳児健康診査  ６８．１％  ４８．０％ A 減らす

食育セミナー 今後把握  ７１．０％ A 今後把握

男性（特定健診・健康診査） １３．２ｇ  １２．５ｇ B ９ｇ

女性（特定健診・健康診査） １１．７ｇ  １０．９ｇ B ７．５ｇ

３歳児健康診査
（H25年度値）

４２．７％
３７．９％ D 増やす

幼　児
（生活に関するアンケート）

（H26調査値）

３４％
２６．４％ D 増やす

小学生
（生活に関するアンケート）

（H26調査値）

３３．５％
３２．４％ D 増やす

中学生
（生活に関するアンケート）

（H26調査値）

５８％
５３．４％ D 増やす

成　人
（特定健診時生活アンケート）

(H25年度値）

６９．７%
７１．３％ D 増やす

３歳児健康診査
（H24年度値）

７４．５％
７０．２％ A 減らす

幼　児
（生活に関するアンケート）

（H26調査値）

２５．８％
２４．０％ A 減らす

小学生
（生活に関するアンケート）

（H26調査値）

３１．１％
２８．９％ A 減らす

中学生
（生活に関するアンケート）

（H26調査値）

６０．４％
３７．５％ A 減らす

成　人
（特定健診時生活アンケート）

(H25年度値）

１０．６％
５．３％ A 減らす

３歳児健康診査  １．４本  ０．６本 A １本以下

DMF指数（１２歳児）  １．９本  １．０本 A １本以下

農業体験学習に取り組む
幼・小・中学校数

H24年度の小・中学校の
取組校数を現状値とした

５校
１０校

(統合により
1校減少)

A ６校

生産者と消費者の交流の機会  ６４回  ７６回 A 増やす

給食の地場産野菜などの
利用品目数の割合

H24年度の給食センターでの
利用割合を現状値とした

４２．４％  ４４．１％ B ５０％

地場産品を使用した食事を
提供する施設数

給食施設、飲食店を含む １０ヶ所  ２３ケ所 A 増やす

１ 郷土料理・
   行事食の伝承

郷土料理・季節の行事食伝承
教室の開催回数

３５回  ２７回 D 増やす

幼　児
（生活に関するアンケート）

８０．１％  ７９．３％ D ８０．７％

小学生
（生活に関するアンケート）

６７．６％  ６１．６％ D ７１．８％

中学生
（生活に関するアンケート）

４５．５％  ４３．０％ D ５２．９％

１ 各組織や団体と
  の連携と強化

各組織・団体と連携した事業数  １６回  ２５回 A 増やす

２ 人材育成と活用  食育推進ボランティア数（人）
わくや食育応援団
登録団体会員数

６６人
1,998人
(10団体)

A 増やす

３ 情報の発信
広報わくや・食育新聞などで
情報を発信した数

２４回  ３２回 A 増やす

１
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

1 健康的な
  食習慣の定着

朝食を欠食する割合の減少
（食べないと回答した割合）

子どもの肥満者割合の減少
（軽度肥満以上）

味噌汁塩分濃度0.6%以上
の割合を減らす

随時尿でのウロソルトペーパーに
よる簡易的な塩分摂取量の減少

１食２皿以上の野菜を
食べる人の割合

甘味飲料の摂取頻度
（毎日飲む）

２ 歯と口腔の
   健康づくり

一人平均むし歯本数を減らす

２
地
産
地
消
の
推
進

１ 生産者と消費者
   との交流の促進

２ 安全安心な食材
   の提供と確保

３
食
文
化
の

伝
承
・

発
信

２ 食を通した心
  の育成

朝食を家族と一緒に食べる割合

４
食
育
推
進
体

制
の
充
実
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基本目標

重点施策

「人と人とのつながりを大切にし、涌谷の『食』を次世代につなげる」

施策３：食文化の伝承・発展
　プラン１　郷土料理・行事食の伝承

　プラン２　食に関する心の育成

　プラン３　生薬を活かした健康食の普及

施策２：地産地消の推進
　プラン１　生産者と消費者との交流の拡大

　プラン２　安全安心な食材の提供と確保

　プラン３　環境に配慮した食生活の実践

　　　　　○　わくやの食材と食文化の継承を通して　すこやかな心とからだを育もう

　　　　　○　食の大切さを伝え　食を選択する力を身につける環境づくりをしよう

食育推進の視点

６つの視点

【作る】という視点
体験・実習などの機会の確保

【知る】という視点
食と健康に関する知識および選
択する力の習得

【活かす】という視点
地場産品と地域の人材を
活かした食育推進

【育む】という視点
豊かな心を育むための
五感（感覚）を養う

【つなげる】という視点
ひと・もの・こころがつながる
ネットワークの強化

【伝える】という視点
食文化の伝承と食に関わる
情報の発信

施策４：食育推進の環境づくり
プラン１　各組織や団体との食育支援のネットワークの強化

 プラン２　人材の育成と活用の拡大

 プラン３　食育に係る普及啓発

基本理念

施策１：食育を通した健康づくり
　プラン１　健康的な食習慣の定着

　プラン２　歯と口腔の健康づくり
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食の大切さを伝え、食を選択する力を身につける環境づくりをしよう

１．食育推進の基本理念

人と人とのつながりを大切にし、涌谷の『食』を次世代につなげる

町民一人ひとりが、命の源である「食」について考え、涌谷の豊かな歴史や風土に

育まれた安全安心な食を受け継ぎ、新しい食文化を創造しいていくとともに、人と人と

のふれあいや家族の団らんを通して、子どもから大人まで、みんなが健康に恵まれ、

活気あふれる町づくりを目指します。

２．食育推進の基本目標

わくやの食材と食文化の継承を通して、すこやかな心とからだを育もう

涌谷の食材や食文化を家庭や幼稚園・保育所・こども園・学校・地域で体験を通し

て学び、次世代へ継承するとともに、家族で食卓を囲む｢共食｣を通して、楽しく食事

をすることや食事のマナー、食べ物に感謝する気持ちを身につけることで、健全な心

身を育むことを目指します。

家庭や幼稚園・保育所・こども園・学校・地域・職場において、規則正しい食生活や

バランスの良い食生活を学び、また涌谷の土地で培われた安心安全な地元の食材

を手軽に入手できる環境づくりを考えることで、町民全員が栄養バランスの良い食生

活の実践や安心安全な食材の使用など、食を選択し、実践する力を身につけること

ができるような環境づくりに努めていくことを目指します。
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食育推進の２つの基本目標を実現していくために、６つの視点に着目して食育に

取り組みます。

町民一人ひとりが健全な心身を育むよう、食に関する正しい知識を身につけ、自

分に合った健康的な食生活の実践ができることをめざす食育を推進します。

食べることに関して様々な興味関心を高めていくために、農業体験や調理体験

などの機会を多くし、作物や料理等を自ら作ることで食育を推進します。

豊かな自然環境と地元で生産された安全安心な食材や、様々な分野で地域の

活性化に貢献している人材を活用した食育を推進します。

家族や地域の人々との会食や交流を通して、食の楽しさを実感するとともに、確

かな味覚の形成につながる感覚を養うための食育を推進します。

豊かな自然や歴史に培われた伝統的な行事や作法などの食文化を、次世代に

伝えていくことをはじめ、食に関する様々な情報を発信することで食育を推進します。

食育の推進を通して、ひと
．．
・もの
．．
・こころ
．．．

がつながっていくためのネットワークを強化

します。

食と健康に関する知識および選択する力の習得

体験・実習などの機会の確保

地場産品と地域の人材を活かした食育推進

豊かな心を育むための五感（感覚）を養う

食文化の伝承と食に関わる情報の発信

ひと・もの・こころがつながる

ネットワークの強化

【知る】という視点

【作る】という視点

【活かす】という視点

【育む】という視点

【伝える】という視点

【つなげる】

という視点
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基本的な食習慣を身につけることを目標とし、生涯にわたる生活習慣病の予防と、楽しく食

事をするために必要不可欠な口腔機能の維持（ケア）を重要課題と位置づけて進めます。

食育推進の基本理念を達成し、２つの基本目標を実現するため、特に重点的に取り組

む４つの施策を掲げて食育を推進します。

施策１ 食育を通した健康づくり

プラン１ 健康的な食習慣の定着

① 「第二次 わくや健康ステップ２１計画」の推進

平成２４年度に策定した「第二次 わくや健康ステップ２１計画」の目標達成に向けて、子ども

の頃からの生活習慣病の発症予防に重点をおいた生活習慣病予防・重症化予防対策のため

の食生活改善事業に取り組みます。

② ｢早寝・早起き・朝ごはん」推奨運動の展開

心身ともに元気な子どもを育てるために「早寝・早起き・朝ごはん」やルルブル(しっかり寝ル・
※

きちんと食べル・よく遊ブ(体を動かす)で健やかに伸びル)を推奨し、家庭や幼稚園並びに保育

所、こども園・学校などの教育分野との連携のもと基本的な生活習慣の定着を図ります。

③ 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の推進

健全な心身の発育・発達や健康の維持・増進に必要な食生活を実践するためには、適切な

食事の質と量を知ることが重要です。そのために、主食・主菜・副菜を組み合わせた食生活の

実践と、｢何を｣、｢どれだけ｣、｢どのように｣食べれば良いのかを｢食事バランスガイド｣を活用し、
※

子どもの頃から身につけられるように推進します。

※ルルブル

子どもの望ましい生活習慣を確立するために、家庭だけでなく、学校・企業・地域などがお互

いに協力して、社会全体で子どもを育む機運を醸成していくことを目的に平成２１年１１月に｢み

やぎっ子ルルブル推進会議｣を設立し、｢しっかり寝ル・きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸び

ル｣を推進しています。

※｢食事バランスガイド｣

望ましい食事の組み合わせを｢コマ｣のイラストで分かりやすく示したものです。｢何を｣、｢どれ

だけ｣食べれば良いのか、その具体的な内容や分量が主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物の

５区分で表示されています。
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プラン２ 歯と口腔の健康づくり

① 幼児・学童・思春期における歯科保健事業の推進

行政、幼稚園、保育所、こども園、学校、医療機関など多くの関係機関との協働により、フッ

化物洗口や歯磨き指導を通して、乳幼児期からのむし歯予防に努めます。また、口腔機能

の大切さを啓発しながら、全身の健康を守るという意識を普及させるとともに、歯と口腔の健

康づくりを実践できるように支援します。

② 成人における歯科保健事業の推進

成人歯科健診の実施により、むし歯や歯周病などの早期発見と早期治療に努めす。また、

健康教室等で歯や口腔に関する情報提供や学ぶ機会を作り、自らが自分の歯や口腔を大

切にする力を育てます。

③ ８０２０運動の推進

生涯自分の歯でよく噛んで食べることが栄養の吸収はもとより、コミュニケーションなど

QOL（生活の質）の向上のために不可欠なものと言えます。

口腔機能の重要性と具体的な※口腔ケアの方法を啓発し、８０歳になっても２０本以上自

分の歯を保つことができるように支援します。

※ 口腔の疾病予防、健康保持・増進、リハビリテーションにより、生活の質の向上を目指

した科学であり技術。

◯｢主食・主菜・副菜を組み合わせた食事とは｣

｢主食・主菜・副菜｣は１食単位の基本となる料理の組み合わせです。

食品には多種類の栄養素が含まれていて、それぞれの食品に含まれる栄養素の種類は食

品により異なります。｢主食・主菜・副菜｣を基本とすることで、多様な食品から、必要な栄養素を

バランスよく摂ることができます。

主 食 ： ごはん、パン、めん類などで炭水化物を多く含み、エネルギーのもとになります。

主 菜 ： 魚や肉、卵、大豆製品などを使ったおかずの中心となる料理で、たんぱく質や脂質を

多く含みます。

副 菜 ： 野菜などを使った料理で、ビタミンやミネラル、食物繊維などを多く含みます。

副菜

主食

主菜
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① 体験学習を通した食育の推進

幼稚園・保育所・こども園・学校における農園や実習田など、地域の身近な田畑や農業施

設を活用した、農作業や生産体験学習などの取り組みの拡大を促進するために支援します。

② 生産者と消費者の交流の推進

採れたての物の味を味わうために、地場産品の購入を促すとともに、消費者と生産者の顔

が見える関係を築くため、農産直売所における交流の機会の提供を進めます。

① 安全安心な食材の供給体制の確保

生産者や食品関連業者などが食の安全安心の確保の必要性を理解し、自ら取り組むこ

とが重要であることから、その取り組みを促進します。

② 給食施設での地場産物の使用率向上の促進

学校給食での地場産品の使用割合を増加させるとともに、町内のこども園や保育所・

病院・福祉施設などの給食提供施設において、旬の地場産品を使用した給食の提供がで

きるような体制づくりを促進します。

③ 地場産物の消費拡大

家庭の食卓で地場産の野菜や米を選択するよう促すとともに、日本型食生活の中心で

ある米を主食とした料理の普及により、米の消費拡大につなげます。

※ 米は小麦からできているパンやめん類よりもゆっくりと消化・吸収されるため、腹持ち

が良く、また、噛む回数も多くなり、咀嚼力を鍛えること、脳への血流が良くなり集中力

が高まります。

① 給食提供施設の※食品ロス対策の推進

食べ物への感謝の気持ちや大切にする気持ちを育むことと、また、給食が提供されるまで

の背景を理解することで、食品ロスの削減につなげます。

※ 食べられる状態であるにもかかわらず廃棄される食品。

施策２ 地産地消の推進

涌谷の耕土で生産される「ササニシキ」や「ひとめぼれ」に代表される米をはじめ、高機能性食

品である｢金のいぶき｣の推進、“涌谷ブランド”として評価の高いほうれん草や小ねぎ、水菜など

町内で生産される安全な食材を、安心して食べられるように環境との共生に配慮した地産地消

の取り組みや食品ロスの削減等、環境にも配慮した食育を推進します。

プラン１ 生産者と消費者との交流の拡大

プラン２ 安全安心な食材の提供と確保

プラン３ 環境に配慮した食生活の実践

【金のいぶき】

日本初の産金地・涌谷町では、基幹産業が稲作を中

心とした農業であり、歴史的背景と産業の強みを生かす

ため、平成 29 年度から作付けを強化している。。
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① 地域実践活動の支援

地域で受け継がれる郷土料理を、研修会や調理体験などを通して、地域の食文化や基

本的な作法を学ぶ場を提供します。

② 給食施設における郷土料理や行事食の提供

おぼろ豆腐に代表される郷土料理や、四季折々の行事食を提供する場を設けることで､

地元の食材を活かした食文化を伝えます。

① 家族の団らんを通して

家族と一緒に食卓を囲むことで家族の絆を深め、「いただきます・ごちそうさま」のあいさ

つや食事のマナーや感謝の気持ちなどが身につくよう、家庭を中心に進めます。

② 給食を通して

給食を通して、これまで触れることの少なかった食材や料理の発見、仲間と食べる楽し

さを実感すると共に、給食を作ってくれた人への感謝の気持ちを持って残さず食べるなど、

食べ物を大切にしていく心を育てます。

③ 世代間交流を通して

地域で行われる世代間交流の場面を通して、高齢者から食文化や基本的な作法、食事

への感謝の気持ちなどを、次世代に伝えます。

① 薬膳料理等の体験事業の実施

一汁三菜のお膳型の食文化を基本とした、風土、季節の食材を選んで組み合わせた薬膳

料理を料理講習会や生薬の研修会を通して普及します。

施策３ 食文化の伝承・発展

「おぼろ豆腐」に代表される涌谷の郷土料理や、我が家に伝わるおふくろの味を伝承していくと

ともに、母から子へ伝えていきたい新しい涌谷の味を、創造し伝えていく取り組みを進めていきま

す。また、命の源となる食への感謝の気持ちや食に関する作法などを学び、食を通した豊かな心

を育む取り組みの推進や生薬を活かした健康食の推進をします。

プラン１ 郷土料理・行事食の伝承

プラン２ 食に関する心の育成

プラン３ 生薬を活かした健康食の普及
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① 涌谷町食育推進本部の設置と運営

② 涌谷町食育推進協議会の設置と開催

食育の取り組みを互いに共有し、補完しあいながら実効性の高い活動を目指していくため

に、食育を推進する各組織や団体で構成する食育推進協議会を開催します。

① 食育推進事業を通した人材の育成

食育に関する事業などへの参加を通して、食育を多面的に推進していくために必要な人

材の発掘と育成をします。

② 人材登録システムの拡大と活用

食育がスムーズに推進されていくよう、地域で活躍している食育推進ができる人に人材

登録をしていただき、必要に応じて食育推進応援団の活動の場を支援します。

③ 食育コーディネーターや食育推進ボランティアの活用

県が養成した「みやぎ食育コーディネーター」や「食育推進ボランティア」を活用し、食育

推進活動の展開を図ります。

① 食育に関する情報の発信

広報誌やホームページ、あるいは食育を啓発していく事業を通して、町民に広く食育の取

り組み事例などを紹介します。

② 食育を啓発していくための講演会やイベントの継続開催

食育を啓発していくために、講演会やイベントを開催し、さまざまな情報を発信していくと

ともに、町民の食育への関心を高めていくために継続的に事業を展開します。

③ 子どもや働き盛り世代への食育の普及の強化

行政、幼稚園、保育所、こども園、学校など多くの関係機関との協働し、子ども達の食へ

の関心を高めるとともに、｢わくや産業祭｣などの働き盛り世代が集まるイベントと同日に｢食

育推進大会｣を開催するなど、幅広い世代の方へ食育の関心を高めるような事業を展開

します。

施策４ 食育推進の環境づくり

食育に関する施策を効果的に進めるためには、家庭や地域、学校、幼稚園、保育園、職場、関

係団体、行政、そして町民一人一人が連携・協働し、それぞれの役割に応じて主体的に活動して

いくことが必要になってきます。そのためには、各関係機関の関係者が連携・協働した取り組みが

促進されるように支援します。

プラン１ 各組織や団体との食育支援のネットワークの強化

プラン２ 人材の育成と活用の拡大

プラン３ 食育に係る普及啓発
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食習慣の基礎づくり

望ましい食習慣の定着

食の関心を高め実践できる基礎づくり

充実した食生活の確立

生活習慣病を予防する食生活の見直し

食を通した豊かな生活の実現

１． ライフステージに応じた食育の取り組み

《食育のテーマ》

《ライフステージ》

妊娠期・乳幼児期 （概ね０～５歳）

学童期 （概ね 6～12 歳）

思春期 （概ね 13～18 歳）

青年期 （概ね 19～39 歳）

壮年期 （概ね 40～64 歳）

老年期 （概ね 65 歳～）

ライフステージに応じた食育のテーマ

人は、乳幼児期から発育・発達段階に応じた豊かな食の体験を積み重ねていくこと

により、生涯にわたり健康でいきいきとした生活を送る基本となる「食を営む力」が育ま

れます。

また、食は、からだを育むだけでなく、心を育むという重要な役割を果たしており、精

神面への影響も大きいことから「食は人間形成の基本」とも言えます。

特に、一人ひとりの食習慣は、長い年月をかけて形成されていくために、一度身につ

いた食習慣を変えることが困難であることは町民の姿からも見てとれるところです。

このため、本計画では、基本理念や基本目標を具現化していくために、妊娠期・乳幼

児期から段階的に各世代の身体的、精神的、社会的な特徴を踏まえ、６つのライフステ

ージに応じた食育の取り組みを進めます。

※ 各ライフステージの取り組みの方向性については P21～23 参照

各取り組み内容については P24～27参照
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・妊娠期は、赤ちゃんの発育に必要な栄養はすべて胎盤を通じて母体から与えられるため、栄

養バランスを考えた十分な栄養が必要です。そのため、妊娠期には特に規則正しい食生活の重

要性を認識し、親になることへの自覚と責任を持つことが大切になってきます。

・乳児期は、一生のうちで最も著しく成長発達する時期であり、食生活の基礎を形成する大切

な時期です。この時期の食である授乳を通して、栄養面だけでなく、親子のふれあいにより精神

的な安定や信頼感を身につけていきます。

・幼児期は、食事や睡眠、遊びという活動の中で食の体験を広げます。また、食生活を左右す

る味覚もこの時期に形成されますが、自我の芽生えによって偏食や小食といった問題も起きてく

ることから、「お腹がすいた
．．．．．．

」という感覚を持てるような食習慣や食リズムの基礎づくりの大事な時

期でもあります。

この時期は、子どもの個人差に配慮し、家族や友だちと楽しい雰囲気での食事を心がけるこ

とや、いろいろな食品に親しみ、味わい、触れるなど多くの体験が必要です。家庭を中心に、こど

も園･保育所･幼稚園･児童館などとも連携し､食育に取り組むことが大切です。

学童期は心身ともに成長の幅が大きく､食習慣の基礎が確立する時期です。

正しい食事を理解し､望ましい食習慣を身につけ､からだの成長に合わせて、自分でも健康管

理することができるようになることが望まれます。しかし、時代の変化とともに、家族間の生活時

間のずれ、核家族化や共働き世帯、ひとり親家庭の増加に伴い、家族揃っての食事の機会が減

少し、朝食の欠食や孤食、偏った食事による肥満などの問題も生じています。このため､家庭と学

校､地域などが連携し、家族と食卓を囲んだ楽しい食事や学校給食､体験活動を通して､望まし

い食習慣を身につけることが大切です。

１.妊娠期・乳幼児期（おおむね０～５歳） テーマ「食習慣の基礎づくり」

《取り組みの方向性》

● 栽培、調理などの「見て」「触れて」「味わう」体験を通して、食に関心を持ち、

感謝の気持ちや食への五感を育てる

● 食習慣や生活習慣の基礎を身につける

● ｢お腹がすいた｣という食リズムを身につける

２.学童期（おおむね６～１２歳） テーマ「望ましい食習慣の定着」

《取り組みの方向性》

● 食に関わる体験学習や活動を通して、食への関心を高め、食の大切さを知る

● 食事の準備や調理できる力を身につける
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思春期は、部活動や塾通い、受験勉強などにより、生活リズムが不規則になりがちです。また、

友達と過ごす時間が増え、さらに家族間の生活時間のずれなどから、家庭での食に関する教

育が難しい時期です。自分の考えに従った行動をとるようになり、友達やマスメディア、SNS など

からの影響も受けやすくなり、誤った認識による過度のやせ思考や過食、偏食による肥満など、

将来の健康に影響を及ぼす問題も生じやすくなります。そのため、この時期の食生活が生涯の

健康にも大きく関係していくことから、これまで培ってきた望ましい食習慣と生活リズムを維持し

ていく必要があります。

青年期は、就職や結婚・妊娠・出産・子育てなど、社会的にも家庭的にも生活に大きな変化が

ある時期です。

心身ともに充実し、働き盛りといわれる時期で、仕事や子育てにおける役割も増えます。多忙

なことから生活リズムが不規則になりがちで、朝食を食べていない人も多く見られます。この時期

の食生活が、次の壮年期以降の健康に大きな影響を及ぼすことにもなるため、自ら食に関する

正しい情報を選択する知識を持ち、望ましい食活習慣の維持や改善に努めることが大切です。

また、子どもを持つ人は、町の食を育む自然環境や食文化、産業などを見つめ直し、子どもに対

し、食に関する知識や情報を教え、食についての関心を高める役割が重要になってきます。

３.思春期（おおむね１３～１８歳） テーマ「食への関心を高め実践できる基礎づくり」

《取り組みの方向性》

● 自分の健康に関心を持ち、食べ物と健康の関係について意識を高める

● 健全な食生活に必要な正しい知識や自立のために必要な調理技術を習得する

４.青年期（おおむね１９～３９歳） テーマ「充実した食生活の確立」

《取り組みの方向性》

● 自らの健康状態を把握し、望ましい食生活を実践する

● 食に関する正しい情報を選択する力を身につける

● 子どもと一緒に食育の関心を高める
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壮年期は、職場や家庭、地域においての中心的な存在となり、役割も多くなる時期です。

多忙なこともあり、ストレスを受けやすくなる一方、仕事や子育てが優先され、自分の健康管理

がおろそかになる傾向があります。

涌谷町の特定健診結果や疾病の状況をみると、年々肥満者の割合が増加傾向にあり、高血

圧症をはじめ糖尿病や高脂血症で治療する人の割合が増加していることから、健康や食生活

の管理が十分にできていない現状が伺われます。これらのことから、体の変化を理解し、健全な

食生活や規則正しい生活習慣を守り、自分の健康管理に努めていくことが必要になります。また、

これまで培ってきた食文化を家庭や地域活動において、次世代へと継承させる役割が期待さ

れています。

老年期は、退職や子どもの自立などの節目を迎え、社会的にも精神的にも大きな変化が生じ

ます。また、身体的にも体力の低下が進み、健康に対する不安を抱える時期でもあります。

そのため、望ましい生活習慣や食習慣を維持し、健康管理に努める必要があります。また、町

の高齢化が進む中で、低栄養や口腔機能の低下、ロコモティブシンドローム(運動器症候群)、フ
*1 *2

レイルなどの健康課題もみられます。単なる長寿ではなく、趣味や生きがいを持って生き生きと、

住み慣れた地域で暮らしていくことが大切です。さらに、これまで培ってきた食に関する豊富な

知識と経験を家族や地域へ継承するなど指導的役割も期待されています。

５.壮年期（おおむね４０～６４歳） テーマ「生活習慣病を予防する食生活の見直し」

《取り組みの方向性》

● 適切な栄養バランスと食事量で、適正体重を維持し、健康管理に努める

● 食品の安全性に関する知識や地域の食文化、郷土料理などの知識を高め、地域や

家庭、次世代に伝える

《取り組みの方向性》

● 歯や口腔の健康づくりを実践し、健康状態に合わせ望ましい食生活を維持する

● 様々な会に積極的に参加し、人との交流を通して、生きがいを持ち、心豊かな

暮らしを目指す

６.老年期（おおむね６５歳～） テーマ｢食を通した豊かな生活の実現｣

※1 骨、関節、筋肉などの運動器の働きが衰えると、暮らしの中の自立度が 低下し、寝たき

りや要介護になる危険の高い状態。

※２ 加齢とともに、心身の活力が低下し、生活機能障害、要介護状態などの危険が高くなった

状態。
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妊娠期
・

乳幼児期
学童期 思春期 青年期 壮年期 老年期

０～５歳  ６～１２歳  １３～１８歳  １９～３９歳  ４０～６４歳  ６５歳以上

｢早寝・早起き・朝ごはん｣を習慣づけさせるとともに実
践する ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

｢お腹がすいた｣という感覚を持てるような食リズムを作
る ◎ ◎ ◎ ◯ ◯

｢主食・主菜・副菜｣をそろえて食べることを心がける ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

望ましい食習慣を身につける(1日3回の食事と適量の
間食) ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

野菜を食べることの大切さを知り、しっかりと食べる ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

塩分や糖分の取り過ぎに気をつけ、生活習慣病予防
に努める ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

様々な食べ物を味わうことにより、味覚の基礎を育て
る ◎ ◎ ◯

食と健康の関係を知り、自己管理能力や食を選択する
力を身につける ◎ ◎ ◎ ◎ ◯

健康な歯や口腔を育てるために、よく噛んで食べる習
慣や歯磨き習慣を身につける ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

健(検)診や歯科健診を受診し、自分の健康状態を知
り、健康を維持する ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

低栄養予防や身体機能低下を考慮した食生活を心
がける(※ロコモティブシンドローム・フレイル予防) ◯ ◎

栽培活動を通して、収穫の喜びを味わい、楽しく食べる
ことと食べ物に感謝する心を育てる ◎ ◎ ◎

米を中心とした｢日本型食生活｣を推奨するとともに実
践する ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

安心安全な地元の食材を利用した食事を作る ◯ ◯ ◯

食べ残しを減らし、資源ごみの再利用に努める ◯ ◯ ◯

年中行事を大切にし、季節の行事に合わせた行事食
や郷土料理を作る ◯ ◯ ◯

家庭料理や行事食などに関する知識や技術を次世
代に伝える ◯ ◯ ◯

食事づくりの手伝いを通して、食を実践する力を身につ
ける ◎ ◎ ◎

基本的な食事のマナーを身につける ◎ ◎ ◎

家族で食卓を囲み、楽しい食事や食事作りで食べ物
への関心を高める ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◯

施
策
４

食育に関するイベントや研修会に参加し、食に関する
知識を深める ◯ ◯ ◯

◎重点的に取り組む時期

区

分
取り組み内容

家
庭
で
の
取
り
組
み

施
策
１

施
策
２

施
策
３

※ロコモティブシンドローム(運動器症候群)
　→骨、関節、筋肉などの運動器の働きが衰えると、暮らしの中で自立度が低下し、寝たきりや要介護になる危険の高い状態。

※フレイル
　→加齢とともに、心身の活力が低下し、生活機能障害、要介護状態などの危険が高くなった状態。
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妊娠期
・

乳幼児期
学童期 思春期 青年期 壮年期 老年期

０～５歳  ６～１２歳  １３～１８歳  １９～３９歳  ４０～６４歳  ６５歳以上

｢早寝・早起き・朝ごはん｣の推奨運動を展開する ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

｢お腹がすいた｣という感覚を持てるように体を動か
す取り組みを行う ◎ ◎ ◎

教育計画や保育計画の中に食育に関する計画を位
置づける ◯ ◎ ◎

食に関する知識を学ばせ、正しい食を選択する力を
養う ◎ ◎ ◎ ◯ ◯

｢お弁当の日｣を設置し、親子で共に食を考える機会
を作る ◯ ◯ ◯

過度の痩身や肥満が健康に及ぼす影響と食事の関
係についての知識を養う ◯ ◯

フッ化物洗口や歯磨き指導によるむし歯予防を行う ◯ ◯ ◯

園・学校農園を活用した栽培活動などの体験を通し
て、楽しく食の大切さを学び関心を高める ◎ ◎ ◎

米を中心とした｢日本型食生活｣の大切さを伝える ◯ ◯ ◯

給食における地産地消の推進と郷土料理に触れる
機会を作る ◯ ◯ ◯

子ども達が楽しく食べる環境を作り、食べ物への興
味・関心を引き出す ◯ ◯ ◯

調理実習を通して、食への関心と実践する力を身に
つけさせる ◯ ◯ ◯

ＰＴＡ等と連携し、健康講話や食育講話を聞く機会を
作る ◯ ◯ ◯ ◯

食に関する情報を保護者に発信し、保護者の相談・
助言を行う ◎ ◎ ◎

◎重点的に取り組む時期

区

分
取り組み内容

学
校
・
保
育
所
・
幼
稚
園
で
の
取
り
組
み

施
策
１

施
策
２

施
策
３

施
策
４
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妊娠期
・

乳幼児期
学童期 思春期 青年期 壮年期 老年期

０～５歳  ６～１２歳  １３～１８歳  １９～３９歳  ４０～６４歳  ６５歳以上

地区活動の中で、減塩や野菜接摂取の普及や生活習
慣病予防について啓発する ◯ ◯ ◯

幼稚園・保育所・こども園・学校での食育の取り組みに
協力する ◯ ◯ ◯

健康推進員による家庭訪問型塩分測定を行う ◯ ◯

幼稚園・こども園・保育所・学校給食で地元の食材が活
用できるように協力する ◎ ◎

栽培や収穫体験の機会を提供し、生産者との交流を図
る ◎ ◎ ◎

地元の郷土料理を次世代に伝えるために交流の場を
作る ◯ ◯ ◯

食育推進ボランティアが学校に出向き、食育の推進活動
を行う ◯ ◯ ◯

米を中心とした｢日本型食生活｣の大切さを伝える ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

販売施設や飲食店では、食材の産地表示などの情報を
提供する ◯ ◯ ◯

地域で開催される行事に生産者が地元の食材を提供
する ◯ ◯ ◯

地区活動による交流の機会を設け、食べる楽しみを通し
て、高齢者の食生活を見守る ◎

生薬を活かした健康食の料理講習会と研修会を開催
する ◯ ◯ ◯

施
策
４

幼稚園・保育所・こども園・学校での食育に関する行事
や食育講演会などへ参加協力する ◎ ◎ ◎ ◯ ◯

◎重点的に取り組む時期

区

分
取り組み内容

地
域
・
生
産
者
・
事
業
者
で
の
取
り
組
み

施
策
１

施
策
２

施
策
３
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妊娠期
・

乳幼児期
学童期 思春期 青年期 壮年期 老年期

０～５歳  ６～１２歳  １３～１８歳  １９～３９歳  ４０～６４歳  ６５歳以上

｢早寝・早起き・朝ごはん｣の推奨運動を展開する ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

｢お腹がすいた｣という感覚を持てるような食リズムを作る大切
さについて伝える ◎ ◎ ◎

乳幼児健診(母子手帳交付も含む)や食育セミナーを通して、
食の大切さを集団指導や試食や実習を通して伝える ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

幼稚園・保育所・こども園・児童館を通して、簡単に作れるレシ
ピの配布や栄養バランスの良い食生活について普及する ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

｢生活に関するアンケート調査｣を継続し、食生活や生活習慣
の実態の把握を行う ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

各関係機関と連携し、食育の推進や生活習慣病予防の対策
に取り組む ◎ ◎ ◎ ◯ ◯ ◯

｢主食・主菜・副菜｣をそろえて食べることの大切さを伝える ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

事業者や個人に対して健康づくり活動の支援を行う ◯ ◯ ◯

生活習慣病予防・健康づくり事業を実施する
(わくや健康ステップ21計画の推進) ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

健康推進員による家庭訪問型塩分測定の実施の支援を行う ◯ ◯

地区活動等を通して、身体機能を考慮した調理実習や食生
活の見直しや口腔機能の向上について周知する ◎

幼稚園・保育所・こども園・学校での歯磨き指導を学校と連携
して行う ◯ ◯ ◯

野菜を食べることの大切さを体験を通して伝える ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

体験を通して、地場産食材を活用した郷土料理の普及を行う ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

米を中心とした｢日本型食生活｣の大切さを伝える ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

共食の大切さについて伝える ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

生薬を活かした健康食の料理講習会と研修会の開催を支援
する ◯ ◯ ◯

食育推進に協力できる人材を把握し、適宜その情報を提供す
る ◯ ◯

関係機関と連携し、食育推進を目的としたイベントを開催する
(食育推進大会の開催や大型量販店での食育キャンペーン等) ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

6月・１１月の｢食育月間｣、毎月19日の｢食育の日｣の周知並びに
啓発を行う ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◎重点的に取り組む時期

区

分
取り組み内容

行
政
で
の
取
り
組
み

施
策
１

施
策
２

施
策
３

施
策
４
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２．町民運動としての食育の展開

食育を円滑に推進するために、町民一人ひとりと行政・関係機関等が、それぞれの役割

に応じて活動をしていくためにも、お互いの連携・協力が必要不可欠となります。

このため、食育推進を町民運動として展開し実践していくには、町民一人ひとりの意識の

高揚と機運の醸成を図り、基本理念・基本目標に基づき、重点施策や目標値を設定しま

す。

１）食育推進月間の設定と啓発活動の実施

①食育月間の設定

涌谷町の食育月間は、国が定めた６月の「食育月間」と県が定めた１１月の「みやぎ食育

推進月間」を活用し、行政・教育機関・関係団体及び地域が連携し周知を強化して食育推

進を図ります。

②食育の日および地産地消の日の設定

涌谷町の食育の日は、国の定めた毎月１９日とし、さらに県の定めた毎月第１金・土・日曜

日を「元気わくや黄金郷 地産地消の日」とし、家庭をはじめとする町民の食生活への関

心を高め、各世代・各領域での食育推進に関する周知・啓発を図ります。

③地産地消・食育交流事業の開催

地産地消と食育の推進を目的とした交流事業の開催

「食育推進大会」の開催

２）運動展開の期間

○平成３０年度から平成３４年度(２０１８～２０２２年度)までの５年間
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第3次涌谷町食育推進計画に掲げる評価指標の推移

施策 プラン 評価指標 評価項目
参考値
（H19)

参考値
(H24年度)

現状値
(H28年度)

目標値

幼　児
（生活に関するアンケート）

- ９９．１％  ９９．６％  ９５％以上

小学生
（生活に関するアンケート）

- ９９．６％  ９９．４％  ９５％以上

中学生
（生活に関するアンケート）

- １００％  ９３．４％  ９５％以上

幼児保護者
（生活に関するアンケート）

- ９０．８％  ９１．９％  ９５％以上

BMI基準該当者の割合の増加
BMI　２５以下
(特定健診法定報告値）

６２．９％ ６６．６％  ６７．３％  ７０％

小学校５年生
（生活に関するアンケート）

２３．５％ １６．１％  １６．３％  １４％

中学校２年生
（生活に関するアンケート）

１１．５％ １５．３％  １７．４％  １５％

３歳児健康診査
【塩分濃度０．６％以上】

- ６８．１％  ４８．０％  ３０％

成人 (家庭訪問型塩分測定)
【塩分濃度１．２％以上】

- -  １２．７％  １０％

男性 （特定健診・健康診査） - １３．２ｇ  １２．５ｇ  ８g未満

女性 （特定健診・健康診査） - １１．７ｇ  １０．９ｇ  ７ｇ未満

３歳児健康診査 - - 今後把握 把握後設定

幼　児
（生活に関するアンケート）

- - 今後把握 把握後設定

小学生
（生活に関するアンケート）

- - 今後把握 把握後設定

中学生
（生活に関するアンケート）

- - 今後把握 把握後設定

成　人
（特定健診時生活アンケート）

- - 今後把握 把握後設定

３歳児健康診査 -
（ H25年度値）
４２．７％

３７．９％  ６０％

幼　児
（生活に関するアンケート）

-
（ H26調査値）
３４％

２６．４％  ６０％

小学生
（生活に関するアンケート）

-
（ H26調査値）
３３．５％

３２．４％  ６０％

中学生
（生活に関するアンケート）

-
（ H26調査値）
５８％

５３．４％  ６０％

成　人
（特定健診時生活アンケート）

-
( H25年度値）
６９．７%

７１．３％  ８０％

３歳児健康診査 -
（ H24年度値）
７４．５％

７０．２％  ３０％

幼　児
（生活に関するアンケート）

-
（ H26調査値）
２５．８％

２４．０％  ２０％

小学生
（生活に関するアンケート）

-
（ H26調査値）
３１．１％

２８．９％  ２０％

中学生
（生活に関するアンケート）

-
（ H26調査値）
６０．４％

３７．５％  ２０％

成　人
（特定健診時生活アンケート）

-
( H25年度値）
１０．６％

５．３％  ４％

３歳児健康診査 ２．４本 １．４本  ０．６本  １本以下

DMF指数（１２歳児） ２．６本 １．９本  １．０本  １本以下

１ 生産者と消費者
   との交流の促進

生産者と消費者の交流の機会の増加 ３５回 ６４回  ７６回  増やす

給食の地場産野菜などの
利用品目数の割合

H24年度の給食センターでの
利用割合を現状値とした

３６．６％ ４２．４％  ４４．１％  ５０％

地場産品を使用した食事を
提供する施設数

給食施設、飲食店を含む ９ヶ所 １０ヶ所  ２３ケ所  増やす

３ 環境に配慮した
　食生活の実践

給食提供施設の残食の割合の減少
H28年度の給食を提供する施
設の値を現状値とした

- -  ９．５％  減らす

１ 郷土料理・
   行事食の伝承

郷土料理・季節の行事食伝承
教室の開催回数

- ３５回  ２７回  増やす

幼　児
（生活に関するアンケート）

- - 今後把握 把握後設定

小学生
（生活に関するアンケート）

- - 今後把握 把握後設定

中学生
（生活に関するアンケート）

- - 今後把握 把握後設定

３ 生薬を活かした
　　健康食の普及

薬膳料理講習会と研修会の開催回数の増加 - -  ８回  増やす

１ 各組織や団体と
  の連携と強化

各組織・団体と連携した事業数 １２回 １６回  ２５回  増やす

２ 人材育成と活用  食育推進ボランティア数（人）
わくや食育応援団
登録団体会員数

６１人 ６６人
1,998人
(10団体)

増やす

３ 情報の発信
広報わくや・食育新聞などで
情報を発信した数

２回 ２４回  ３２回  増やす

１
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

1 健康的な
  食習慣の定着

朝食を毎日食べる人の割合の増加

子どもの肥満者割合の減少
（軽度肥満以上）

味噌汁の塩分濃度の濃い割合を減らす

随時尿でのウロソルトペーパーに
よる簡易的な塩分摂取量の減少

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上食べている人の割合の増加

１食２皿以上の野菜を食べる人の割合

※幼児以下では１皿＝５０ｇが目安
　小学生以上では１皿＝７０ｇが目安
　小鉢は１皿、中皿は２皿とする

甘味飲料を毎日飲む割合の減少

２ 歯と口腔の
   健康づくり

一人平均むし歯本数の減少

２
地
産
地
消
の
推
進

２ 安全安心な食材
   の提供と確保

３
食
文
化
の

伝
承
・

発
信

２ 食を通した心
  の育成

朝食または夕食を大人と一緒に食べる
｢共食｣の割合の増加

４
食
育
推
進
の
環

境
づ
く
り
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〈涌谷町食育推進のイメージ〉

町 民

（＝消費者）

農 協

幼稚園
商工会

家 庭 保育所

児童館

生産者

行政区

（自治会）

医療・福祉

介護

学 校

行 政

事業所

こども園

国 県

推進の機関

涌谷町食育推進協議会

涌谷町食育推進懇話会

涌谷町食育推進本部

食育推進応援団

関係団体など

食育コーディネーター

食育推進ボランティア
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◇食育推進計画策定の体制図

◇計画策定の経過

◇涌谷町食育推進協議会委員・涌谷町食育推進懇話会委員名簿

◇設置要綱
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設置根拠：食育推進本部設置要綱

【内容】  【内容】
　・食育推進計画の策定  　 ・食育推進計画の評価
　・食育推進に関する総合調整及び進行管理  　 ・食育推進計画の策定に関して意見を述べる
　・食育推進計画の決定  　 ・食育の推進

【構成】
【構成】  　 会長、副会長、委員
　町長・副町長・教育長・センター長   　第1回食育推進懇話会において互選により選任
　総務課長･企画財政課長・農林振興課長  　　 ・学識経験者
　農業委員会事務局長・町民生活課長  　　 ・食育推進に関する団体役員又は職員
　まちづくり推進課長・企業立地推進室長・健康課長  　　 ・関係行政機関の職員
　福祉課長・子育て支援室長・教育総務課長  　　 ・その他町長が必要と認めた者
  生涯学習課長

設置根拠：涌谷町食育推進協議会設置要綱

【内容】
　・食育推進計画の策定と見直し
　・食育推進計画の策定と見直し  　　　　計画案に対する町民からの意見を募集
　・食育の推進に関する関係機関・団体等との連携

【構成】
　会長・副会長・委員
　　町の代表・教育関係者・生産、流通団体関係者
　　食育に関する団体・町長が必要と認めた者

●食育推進計画策定の体制図●

　設置根拠：涌谷町食育推進懇話会設置要綱

●計画策定の経過●

日　　程 実施内容  備　　考

 平成２９年　６月　２日   第１回　涌谷町食育推進協議会  涌谷町食育推進計画概要説明

 平成２９年　７月　７日   第２回　涌谷町食育推進協議会   第２次涌谷町食育推進計画評価

 平成２９年　８月２４日   第３回　涌谷町食育推進協議会   第３次涌谷町食育推進計画基本方針作成

 平成２９年　９月２５日   第４回　涌谷町食育推進協議会   第３次涌谷町食育推進計画素案作成

 平成２９年１０月２６日   第１回　涌谷町食育推進懇話会   第３次涌谷町食育推進計画素案審議

 平成２９年１１月２１日   第５回　涌谷町食育推進協議会   第３次涌谷町食育推進計画中間案作成

 平成２９年１２月　４日
　　　　 　　　～２８日

 パブリックコメント
（町民からの意見公募）

 第３次涌谷町食育推進計画中間案公開
（ホームページ、広報、各施設へ設置）

 平成３０年　１月１１日
　　　　　　 　～２９日

 涌谷町食育推進協議会
（郵送にて最終案作成）

 第３次涌谷町食育推進計画最終案作成

 平成３０年　２月　８日   第２回　涌谷町食育推進懇話会   第３次涌谷町食育推進計画最終案審議

 平成３０年　３月　２日  涌谷町食育推進本部   第３次涌谷町食育推進計画決定

涌谷町食育推進本部 涌谷町食育推進懇話会

涌谷町食育推進協議会

パブリックコメント
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（敬称略）

職 名 委 員 名 所 属 等  備　考

1 会 長門 田 ま り  食育推進計画策定ワーキンググループ  １　号

2 副会長小 野 秀 一涌谷町行政区長会長  ２　号

3 副会長千 石 め ぐ み  食空間・みやぎ食育コーディネーター  ２　号

4 監 事及 川 真 由 美  くがね産直の会　  ２　号

5 監 事吉 田 三 重 子  八雲児童館地域活動母親クラブ童里夢  ２　号

6 委 員冨 田 慶 子  ＪＡみどりの女性部　会長  ２　号

7 委 員大 森 義 治涌谷町園芸生産協議会長  ２　号

8 委 員佐 野 孝 司  アルプス電気（株）　涌谷工場　総務課  ２　号

9 委 員砂 金 照 恵遠田商工会  ２　号

10 委 員佐 々 木 富 貴 代
涌谷町健康推進員協議会長
みやぎ食育コーディネーター

２　号

11 委 員髙 橋 裕 之  涌谷町小・中学校教務主任会（箟岳白山小学校）  ２　号

12 委 員小 野 寺 孝  涌谷町小・中学校ＰＴＡ連合会（涌谷第一小学校）  ２　号

13 委 員木 村 ひ ろ み  涌谷町幼稚園主任会（涌谷南幼稚園）  ２　号

14 委 員成 田 推 呼  幼稚園ＰＴＡ保護者(涌谷南幼稚園)  ２　号

15 委 員畑 岡 幸 子  教育総務課　教育総務班　主査（給食センター）  ３　号

16 委 員荒 木 達 也  農林振興課　農産園芸班　班長  ３　号

17 顧 問大 山 貴 司  東北農政局　経営・事業支援部　地域食品課長  ３　号

18 顧 問庄 子 聡 子  北部保健福祉事務所　健康づくり支援班　技術主査（管理栄養士）  ３　号

19 顧 問鈴 木 英 雅  食育推進策定ワーキンググループ  １　号

１号：町民代表
２号：食育の推進に関係する団体・機関の職員
３号：関係行政機関の職員

（敬称略）

職 名 委 員 名 所 属 等  備　考

1 会 長戸 田 愼 治  一般社団法人　大崎歯科医師会長  １　号

2 副会長丹 野 久 美 子  宮城学院女子大学　食品栄養学科　准教授  １　号

3 委 員髙 橋 留 美 子  涌谷町幼稚園園長会長（涌谷南幼稚園）  ２　号

4 委 員佐 々 木 悦 子  涌谷町小中学校校長会長（涌谷中学校）  ２　号

5 委 員上 野 裕 也  涌谷町幼稚園PTA連合会長（涌谷幼稚園）  ２　号

6 委 員小 野 寺 孝  涌谷町小中学校PTA連合会（涌谷第一小学校）  ２　号

7 委 員大 友 克 裕  JAみどりの涌谷営農センター長  ２　号

8 委 員佐 々 木 隆 義涌谷町認定農業者連絡協議会長  ２　号

9 委 員大 森 義 治園芸生産協議会長  ２　号

10 委 員小 嶋 美 惠 子  くがね産直の会長  ２　号

11 委 員長 南 雅 敏遠田商工会涌谷地区長  ２　号

12 委 員佐 々 木 利 子  涌谷町行政区長会　副会長  ２　号

13 委 員瀧 川 澄 江涌谷町婦人会長  ２　号

14 委 員髙 橋 憲 子  涌谷町健康推進員協議会　副会長  ２　号

15 委 員安 住 夏 子大崎栄養士会代表  ２　号

16 委 員大 山 貴 司  東北農政局 経営・事業支援部　地域食品課長  ３　号

17 委 員清 水 俊 郎  宮城県美里農業改良普及センター　地域農業班　技術主幹  ３　号

18 委 員宮 城 裕 美 子  宮城県北部保健福祉事務所　　健康づくり支援班技術次長兼班長（管理栄養士）  ３　号

１号：学識経験者
２号：食育推進に関係する団体の役員又は職員
３号：関係行政機関の職員

●涌谷町食育推進協議会名簿● （任期：平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日）

●涌谷町食育推進懇話会名簿● （任期：平成２９年１０月１日～平成３０年３月３１日）
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涌谷町食育推進協議会設置要綱

平成２１年４月１日

涌谷町要綱第 ９号

(設置)
第１条 涌谷町食育推進計画（以下「計画」という。）を総合的かつ計画的に推

進するため、涌谷町食育推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

(所掌事務)
第２条 協議会は、次に掲げる事項を所掌する。

（１）食育に関する情報の収集、共有及び町民への周知に関すること。

（２）食育に関する関係機関・関係団体等との連携に関すること。

（３）食育の推進と評価に関すること。

（４）食育推進計画の策定と見直しに関すること。

（５）その他食育を推進するために必要なこと。

(組織)
第３条 協議会は、委員２０人以内で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから組織し、町長が委嘱する。

（１）町民の代表

（２）生産・流通に関係する団体に所属する者

（３）保育所・幼稚園・学校・ＰＴＡ連合会等の教育関係者

（４）食育に関係する団体に所属する者

（５）その他町長が必要と認めた者

３ 協議会に顧問を置くことができる。

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠

委員の任期は、前任者の残任期間とする。

２ 委員は、再任することができる。

(会長、副会長及び監事)
第５条 協議会に会長１名、副会長２名、及び監事２名を置き、委員の互選に

よって定める。

２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき
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は、その職務を代理する。

４ 監事は、会計を監査し、年１回監査報告をする。

(会議)
第６条 協議会は、会長が招集し、会長がその議長となる。

(庶務)
第７条 協議会の庶務は、涌谷町町民医療福祉センター健康課健康づくり班

において処理する。

(その他)
第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、

会長が別に定める。

附 則

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２４年２月１５日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。
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涌谷町食育推進懇話会設置要綱

平成２０年３月３１日

涌谷町要綱第 ４号

（設置）

第１条 涌谷町における食育推進の方向性を示す涌谷町食育推進計画について、

町民及び関係機関の立場から広く意見を延べ意見交換をおこなうことで計画

策定に参画し、かつ、食育推進の取り組みを総合的に推進するために涌谷町食

育推進懇話会（以下「懇話会」という。)を置く。

（所掌事務）

第２条 懇話会は、次に掲げる事項に対し意見を述べるものとする。

（１）涌谷町食育推進計画の策定に関すること。

（２）涌谷町食育推進計画の評価に関すること。

（３）その他、食育推進に関すること。

（組織）

第３条 懇話会は、委員 ２０ 人以内で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。

（１）学識経験者

（２）食育の推進に関係する団体の役員又は職員

（３）関係行政機関の職員

（４）その他町長が必要と認めた者

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、食育推進計画策定期間内とする。ただし、委員が欠け

た場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）

第５条 懇話会に会長及び副会長を置き、委員の互選によって定める。

２ 会長は、会務を総理し、懇話会を代表する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。

（庶務）

第６条 懇話会の庶務は健康課健康づくり班においておこなう。

附則

この要綱は、平成２０年５月２日から施行する。

この要綱は、平成２５年１１月１日から施行する
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涌谷町食育推進本部設置要綱

平成２０年３月３１日

涌谷町要綱第 ５号

（設置）

第１条 涌谷町における食育推進の方向性を示す涌谷町食育推進計画を効率的かつ円滑に

策定するとともに、食育の推進に関する取り組みを総合的かつ計画的に推進するため、涌

谷町食育推進本部（以下「本部」という。）を置く。

（所掌事務）

第２条 本部は、次に掲げる事務を所掌するものとする。

（１） 涌谷町食育推進計画策定に関すること。

（２） 食育の推進に係る総合調整及び進行管理に関すること。

（３） 食育の総合的な促進に関すること。

（４） 食育の推進に係る普及・啓発に関すること。

（５） その他食育の推進に関し必要と認められる事項。

（組織）

第３条 本部は、本部長、副本部長、本部員をもって構成し、別表１に掲げる職にあるもの

を充てる。

２ 本部長は、本部の事務を総括し、本部を代表する。

３ 副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務

を代理する。

（会議）

第４条 本部の会議は本部長が招集し、座長になる。

２ 本部長は、必要に応じて会議に構成以外の者の出席を求めることができる。

（庶務）

第４条 本部の庶務は、健康課健康づくり班において処理する。

（その他）

第７条 この要綱に定めるもののほか、本部に運営に関して必要な事項は、本部長が別に

定める。

附 則

この要綱は、平成２０年５月２日から施行する。

この要綱は、平成２５年１１月１日から施行する。

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。
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別表１（第３条関係）

役 職 構 成 員

本部長 町長

副本部長 副町長

本部員 教育長

町民医療福祉センター長

総務課長

企画財政課長

農林振興課長

農業委員会事務局長

まちづくり推進課長

企業立地推進室長

健康課長

福祉課長

子育て支援室長

町民生活課長

教育総務課長

生涯学習課長
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